






 

Ⅰ.目的 

 昭和42年に川崎博士によりMCLSが始めて報告されて以来,今日までその原因

究明のための多くの試みがなされてきた。しかしなお確実な原因が判明するに

は至っていない。心合併症による「突然死」という危険をはらむ MCLS の原因究

明は治療面,予防面共に関係しており,急がれねばならない。今回,我々は溶連菌

感染と本症の関係を追究するため,溶連菌菌体成分の一つである C-多糖体に対

する抗体(以下 ASP と略す)を測定し興味ある結果を得た。 


